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平成23年度一般会計予算



我が国財政を家計にたとえたら



一般会計における歳出・歳入の状況



公債残高の累増



公債残高の増加要因





国及び地方の長期債務残高



（参考）各種統計における「債務残高」



財政事情の国際比較
（１）財政収支の国際比較（対ＧＤＰ比）



（２）債務残高の国際比較（対ＧＤＰ比）



純債務残高の国際比較（対ＧＤＰ比）
• 純債務残高とは、政府の総債務残高から政府が保有する金融資産（国民の保険
料からなる年金積立金等）を差し引いたもの





財政赤字の問題点



一般会計歳出の構成の変化



利払費と公債残高



世代ごとの生涯を通じた受益と負担



財政健全化への道筋





財政運営の基本ルール





主要国における財政健全化目標の比較





財政健全化目標に用いられる指標

＜ストックの指標＞

○債務残高対ＧＤＰ比

「債務残高対ＧＤＰ比」とは、国や地方が抱えて
いる借金の残高を国内総生産（ＧＤＰ）と比較
して考える指標です。経済規模に対する国・
地方の債務の大きさを計る指標



＜フローの指標＞

○プライマリー・バランス

プライマリー・バランス（ＰＢ）とは、その時点で
必要とされる政策的経費を、その時点の税収
等でどれだけ賄えているかを示す指標。

ＰＢが均衡している状態では、債務残高対ＧＤＰ
比の分子と分母は次のとおりに変動。





財政の収入不足に関する幾つかの概念【国の
一般会計を用いた例】



特別会計について



日本の最大課題：少子高齢化の進行



年齢別人口構成の変化





社会保障給付費と社会保険料収入の推移
＋社会保障給付と財源の現状



各論１．社会保障
国民医療費（平成19（2007）年度：34.1兆円）の内訳



年金

• 年金は、現役世代の保険料で、高齢世代を支える仕組み。

• 少子高齢化世代を乗り越えるためには、保険料水準と給付の自動調整
が必要。

• 取り組み＝＞

• 最終的な保険料水準を固定し、その収入の範囲内で給付水準を自動的
に調整する仕組み（マクロ経済スライド：今後の労働力人口の減少に伴う
社会全体の保険料負担能力の低下などを反映）を導入。

• （厚生年金）
• 平成16（2004）年10月から毎年0.354％ずつ引上げ〔平成22年９月から：

16.058％〕
• 平成29（2017）年９月以降18.30％とする。
• （国民年金）
• 平成17（2005）年４月から毎年月額280円引上げ（平成16年度価格）〔平
成22年４月から：15,100円〕

• 平成29（2017）年度以降16,900円とする。（平成16年度価格）



介護



生活保護


